
動物実験等に関する情報公開
健康科学大学動物実験委員会では、文部科学省が示した基本指針、及び日本学術会議が策定したガイ

ドラインを踏まえ、動物実験等を適正に行うため、以下のとおり学内の規則等の整備を行い、自己点検・

評価を実施しています。

１， 平成２８年度

　

動物実験に関する自己点検・評価報告書（別紙）

２． 健康科学大学動物実験等に関する規程

　

御Ｊ紙）

３． 各種様式等（別紙）

①

　

動物実験計画書

　　

② 動物実験結果報告書

４． 平成２８年度実績

① 動物実験委員会の開催

開催日 開催場所 議

　　

題

Ｈ２８，８，３（水） 副学長室 （１）本学で行われる動物実験及び体制整備に対する外部評価について

（２） 動物実験本委員会の構成員に関わる調整について

（３） その他

Ｈ２９，１．２６（木） Ｂ２０１ゼミ室 （１）動物実験外部評価の検証結果について

（２） その他

②

　

書面会議の開催

開催日 開催場所 議

　　

題

Ｈ２８，４，８（金） 書面会議 （１）動物実験計画書の審査

　

１件

Ｈ２８．４，１９（火） 書面会議 （１）動物実験計画書の審査

　

１件

Ｈ２８．４，２１（木） 書面会議 （１）動物実験計画書の審査

　

２件

Ｈ２８．４，２２ （金） 書面会議 （１） 動物実験計画書の審査

　

１件

Ｈ２８，６，１０ （金） 書面会議 （１） 動物実験計画書の審査

　

１件

Ｈ２８，７，５（火） 書面会議 （１） 動物実験計画書の審査

　

２件

③ 動物実験計画書の審査結果

委員会開催日 申請件数 承認件数 不承認件数 保留件数 取り下げ件数

Ｈ２８．４，８（金） １ １ Ｏ ０ Ｏ

Ｈ２８．４，１９ （火） １ １ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｈ２８，４，２１（木） ２ ２ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｈ２８，４，２２（金） １ １ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｈ２８，６．１０ （金） １ １ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｈ２８，７．５（火） ２ ２ Ｏ Ｏ Ｏ

（

　

） は再審査の結果承認された件数

④ 教育訓練の開催

開催日 開催場所 受講者数

Ｈ２８，５，１８（水） Ｄ３０４研究室 ４



自 己 点 検・評 価 報 告 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様 式 １ － ２

平成２８年度

動物実験に関する自己点検・評価報告書

健康科学大学

平成２９年４月

－１－



自己点検・評 価 報 告 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様 式 １ － ２

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、 明記する。）

健康科学大学動物実験等に関する規程に基づき、動物実験計画の立案、審査、承認、結果報告を適

正に実施する体制が整っている。

４） 改善の方針

該当なし

４， 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制

（遺伝子組換え動物実験、感染動物実験等の実施体制が定められているか？）

１） 評価結果

□

　

該当する動物実験の実施体制が定められている。
口

　

該当する動物実験の実施体制が定められているが、 一部に改善すべき点がある。
口

　

該当する動物実験の実施体制が定められていない。

■

　

該当する動物実験は、 行われていない。

２） 自己点検の対象とした資料

動物実験計画書

３）評価結果の判断理由 （改善すべき点があれば、明記する。）

該当する実験計画はない。
４） 改善の方針

該当なし

５． 実験動物の飼養保管の体制

　

（機関内における実験動物の飼養保管施設が把握され、各施設に実験動物管理者が置かれている

か？）

１） 評価結果

　　

■

　

基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。

　　

□

　

概ね良好であるが、 一部に改善すべき点がある。

　　

□

　

多くの改善すべき問題がある。

２） 自己点検の対象とした資料

健康科学大学動物実験等に関する規程、 実験室設置承認申請書、飼養保管施設設置承認申請書、
検収表、動物使用記録簿

３）評価結果の判断理由 （改善すべき点や問題があれば、明記する。）

健康科学大学動物実験等に関する規程に基づき、Ｄ棟１階に実験動物を飼養・保管する施設が適正

に設置されている。 実験動物管理者が置かれ、 管理体制が整っている。

４） 改善の方針

該当なし

－３－



自 己 点 検・評 価 報 告 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様 式 １ － ２

３． 安全管理を要する動物実験の実施状況

（当該実験が安全に実施されているか？）

１） 評価結果

　　

口

　

該当する動物実験が適正に実施されている。

　　

□

　

概ね良好であるが、 一部に改善すべき点がある。

　　

□

　

多くの改善すべき問題がある。

　　

■

　

該当する動物実験は、 行われていない。

２） 自己点検の対象とした資料 （安全管理上の事故等があれば、 事故記録を対象とする）

動物実験計画書

３） 評価結果の判断理由 （改善すべき点や問題があれば、 明記する。）

該当する実験計画はない。

４） 改善の方針

該当なし

４， 実験動物の飼養保管状況

（実験動物管理者の活動は適切か？

　

飼養保管は飼養保管手順書等により適正に実施されている

か？）

１） 評価結果

　　

■

　

基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、 適正に実施されている。

　　

□

　

概ね良好であるが、 一部に改善すべき点がある。

　　

□

　

多くの改善すべき問題がある。

２） 自己点検の対象とした資料

動物飼育室の利用方法、検収表、動物使用記録簿

３） 評価結果の判断理由 （改善すべき点や問題があれば、 明記する。）

実験動物管理者の指導・助言のもとに、各動物実験責任者によって飼養保管は適正に行われている。

４） 改善の方針

該当なし

５． 施設等の維持管理の状況

（機関内の飼養保管施設等は適正な維持管理が実施されているか？

　

修理等の必要な施設や設備に、
改善計画は立てられているか？）

１） 評価結果

　　

■

　

基本指針や実験動物飼養保管基準に適合し、適正に維持管理されている。

　　

口

　

概ね良好であるが、 一部に改善すべき点がある。

　　

口

　

多くの改善すべき問題がある。

－５－



自己点検・評 価 報 告 書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様 式１ － ２

８． その他

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果）

－７－


